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●
内
容
　
市
が
子
ど
も
た
ち

を
元
気
で
健
や
か
に
育
む

た
め
、
中
学
３
年
生
ま
で

の
児
童
に
、
子
育
て
世
帯

応
援
商
品
券
を
、
７
月
に

書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
し

た
。
ま
だ
、
受
け
取
っ
て

い
な
い
人
は
、
子
ど
も
家

庭
課
に
連
絡
を

●
対
象
　
基
準
日
（
６
月
１

子
育
て
世
帯

応
援
商
品
券
は

受
け
取
り
ま
し
た
か

日
）
に
、
市
内
に
居
住
す

る
０
歳
〜
中
学
生
の
児
童

と
、
15
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童

●
商
品
券
の
額
　
児
童
１
人

に
つ
き
５
０
０
０
円

●
使
用
期
限
　
12
月
31
日

（
木
）
ま
で

●
使
用
時
の
注
意
事
項

▽
市
内
の
「
子
育
て
世
帯
応

援
商
品
券
取
扱
加
盟
店
」

の
表
示
が
あ
る
加
盟
店
で

の
み
使
用
可

大
き
な
大
き
な
宝
物

わが故
ふるさと

郷の山を守りたい

　
こ
の
山
、
な
ん
と
千
年
以

上
の
昔
に
は
、
山
城
（
許
斐

▽
同
商
品
券
は
、
つ
り
銭
を

受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
換
金
、
両
替
も
不

可
▽
同
商
品
券
で
の
公
共
料
金

の
支
払
い
、
ハ
ガ
キ
・
切

手
・
た
ば
こ
の
購
入
は
不

可
▽
同
商
品
券
は
、
原
則
、
再

交
付
は
不
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
家
庭
課

　
子
ど
も
家
庭
係

☎
（
36
）
１
１
５
１

岳
城
）
が
あ
り
、
戦
国
時
代

に
は
、
も
の
の
ふ
（
武
士
）

×

許斐山登山コース

市民に愛され親しまれている
標高 271mの許斐山。
登山をしながら自然と歴史を
楽しんでみませんか。
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トイレ
駐車場

大谷池

←王
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面

登山口
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頂上

赤コース　上りも下りも階段の道
青コース　上りは階段の道
　　　　　下りは
　　　　　ゆるやかな坂道

許こ
の
み斐

山
に
は

立
派
な
ス
ギ
が
あ
る
！

山
を
守
る
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
も

が
活
躍
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
で
も
、
数
々
の
歴

史
遺
跡
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
許
斐
山
に
は
、
め
ず
ら
し

い
植
物
が
多
く
自
生
し
て
い

ま
す
。
鹿
児
島
県
の
屋
久
島

に
は
、
有
名
な
屋
久
杉
が
あ

り
ま
す
が
、
許
斐
山
に
も

「
嘉
平
杉
（
か
へ
い
す
ぎ
）」

と
い
う
立
派
な
杉
が
あ
り
ま

す
。

　
嘉
平
と
は
、
許
斐
山
の
中

　
こ
れ
ま
で
、「
許
斐
山
愛

好
会
」
と
い
う
市
民
活
動
団

体
を
中
心
に
、
登
山
道
の
整

備
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
、
許
斐
山
を
守
る
活
動
が

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

腹
に
住
ん
で
い
た
人
の
名
前

で
す
。
江
戸
時
代
に
、
体
の

弱
い
人
た
ち
を
救
っ
た
、「
仙

人
」
の
よ
う
な
人
で
、
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
苗
を
植
林
す
る

な
ど
、
山
の
保
護
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。
明
治
29
年
の

山
林
火
災
で
、
残
念
な
が
ら

多
く
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、

所
々
に
杉
の
大
木「
嘉
平
杉
」

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
会
員

の
高
齢
化
が
進

み
、
南
郷
や
日
の

里
な
ど
、
周
辺
地

区
住
民
に
よ
る
自

主
的
な
山
を
守
る

活
動
に
頼
っ
て
い

る
の
が
現
状
で

す
。

　
南
郷
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
で
は
、
こ

の
ま
ま
の
状
態
が

続
け
ば
山
を
守
り

続
け
て
い
く
こ
と

プロジェクト
メンバーの１人
塩川泰三さん
（63歳・南郷）

　
先
人
の
人
ら
が
、
こ
れ
ま
で
許
斐
山
を
整
備
し
て

き
ま
し
た
が
、
道
し
る
べ
な
ど
が
古
く
な
り
傷
ん
で

い
ま
す
。
今
回
は
、
み
ん
な
で
新
し
く
取
り
替
え
た

り
、
き
れ
い
に
磨
い
た
り
し
て
、
長
く
使
え
る
状
態

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
参
加
を
待
っ
て
い

ま
す
。

【
内
容
】

　
山
道
案
内
表
示
板
の
掃
除
／
ナ
ビ
キ
石
、
許
斐
神

社
、
手
洗
い
場
、
土
塁
の
表
示
板
の
設
置
／
ベ
ン

チ
の
設
置
な
ど

＊
そ
の
他
、
方
向
表
示
の
設
置
、
道
標
の
整
備
な
ど

も
し
ま
す
。
山
頂
な
ど
で
は
、
小
学
４
年
生
以
上

の
児
童
が
参
加
で
き
る
軽
作
業
も
あ
り
ま
す

【
募
集
要
項
】

●
日
時
　
11
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

＊
雨
天
時
は
、
12
月
６
日
（
日
）
に
延
期

●
集
合
場
所
　
こ
の
み
公
園
駐
車
場

●
応
募
要
件
　
小
学
４
年
生
以
上

●
そ
の
他
　
ふ
る
ま
い
を
予
定
。
軍
手
と
お
茶
は
主

催
者
が
準
備

＊
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

　

参
加
を

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は

　

南
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

運
営
協
議
会
へ

　

み
な
さ
ん
は
「
許
斐
山
」
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。
こ
の
山
に
登
る
と
、
す
て
き
な

景
色
や
い
ろ
い
ろ
な
植
物
に
出
合
え
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

で
も
簡
単
に
登
れ
る
山
な
の
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

　

☎
（
36
）
３
４
６
５

が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
危

機
感
を
抱
き
、
許
斐
山
の
整

備
や
、
許
斐
山
を
守
る
市
民

活
動
団
体
の
立
ち
上
げ
を
主

な
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
動
し
ま
し
た
。

山
頂
で
は

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た

　
方
位
板
を

　
　
　
修
復
し
ま
す

　自生する植物や歴史ある許斐山
を守ることは大切で、みんなで山
を守る活動に取り組めれば良いと
思います。その中で、いろいろな
人との交流を深め、地域全体の活
性化につながればと思います。イ
ベントなどもたくさん実施したい
ですね。みなさん、私たちと一緒
に故郷の山を守りましょう！

１
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集


